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た抗 VEGF 薬が第一選択として使用されている。一方、抗 VEGF 療法に奏功しない
患者 (ノンレスポンダー) や網膜浮腫の再発を繰り返す患者が一定数存在し、VEGF
以外の新規治療薬の開発が求められている。そこで本研究では、in vivo マウス網膜
静脈閉塞症モデル及び in vitro 内皮細胞血管透過性モデルを用いて病態機序解明や新
規治療薬の探索を目的に研究を行った。まず、抗 VEGF 薬の効果的な治療法を提案











閉塞 7日後には正常網膜と同程度まで減少した。血管閉塞直後に抗 VEGF 抗体を投
与すると、網膜内の浮腫を抑制し、かつ VEGF や炎症関連因子の発現増加を抑制し
た。一方、閉塞 7日後に抗 VEGF 抗体を投与すると、網膜を更に菲薄化させ、VEGF
の発現量を正常以下に減少させた。網膜静脈閉塞症において VEGF が過剰な場合、





























AKT : protein kinase B 
eNOS : endothelial nitric oxide synthase 
VEGF : vascular endothelial growth factor 
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ことを見出したことから、博士 (薬科学) の論文として価値あるものと認める。 
